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アウトライン

2

執筆までのスケジュール

卒論執筆の前提知識（”当たり前”をもう一度おさらい！）

卒論の基本構成、アウトライン例

参考文献のみつけ方、整理

問いの立て方

卒論の全体イメージの確認

卒論の書き進め方

おまけ （実際、どんな感じだったの？）
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＜作文＞
テーマに沿って、
思ったことや
感じたことを書く。

＜レポート＞
信ぴょう性のある
データ・資料を使って
自分の主張を書く。
（感想ではない）

＜論文＞
（レポート +α）
自分が調査・実験
新しい事実・解釈を
取り入れる。
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執筆までのスケジュール(1月初旬に提出の場合)

4

指導教官と話し合う、テーマ決め、単位の回収

参考文献探しと読み込み

→ここでテーマをしっかり決めていく…。

テーマと問いの確定、文献の読み込み

→問いや題目もこの時期ならまだ悩める！文献の読み込みは大事！

調査、実験 ▶︎ 分析、まとめ

→ここで一度自分の論調を見直す

執筆！！とにかく書く！！

→友人や先生に読んでもらう。

提出！！
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卒論執筆の前提知識 （「当たり前」の確認！）
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 「締め切り」の確認

締め切りは最終提出日だけでは無い！

ex)予稿はいつまで？？先生に添削してもらうためにいつ出す？？

必要な最低ラインの確認（文字数、枚数）

学部、学科に応じて異なる。

20000〜40000文字（A4 20〜40枚）程度が理想と言われている。

執筆までに用意すべきもの・するとよいもの

研究テーマの設定、文献（書籍、論文、新聞記事など）、

データ（インタビュー結果、アンケート結果、統計データなど）

パソコン、USB/外付けハードディスク（or Dropboxなど）、ノート、付箋

（やる気、元気、適度な息抜き、体調管理）
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卒論の基本構成
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表紙

要旨（概論）

目次

序論

本論

結論（終章)

参考文献

謝辞
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卒論の基本構成
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表紙

要旨（概論）

目次

序論

本論

結論（終章)

参考文献

謝辞
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卒論の基本構成
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表紙

要旨（概論）

目次

序論

本論

結論（終章）

参考文献

謝辞
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卒論の基本構成
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表紙

要旨（概論）

目次

序論

本論

結論（終章)

参考文献

謝辞

どのような背景で、どのような問いを立てたのか？

研究の目的はなにか？論文の展開（各章でどのようなこ

とを論じるか、読者へのナビゲート）。必要に応じて言葉

の定義を提示。

（例）

・研究方法、対象、期間

・調査（インタビュー、資料収集、アンケートなど）で得た情報

や資料の分析、まとめ

・研究の考察（調査結果を踏まえ、客観的に評価をする）

研究でなにを明らかにしたのか？

（研究の目的に立ち返る）

今後の課題は？

（まだ明らかになっていない/残っている問題は？）
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卒論執筆のためのアウトライン例
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参考文献のみつけ方（準備段階、追加資料が必要になった時など）
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 大学図書館のOPACで検索

→kulineの活用！書籍も論文も探せる！

まずは1〜2冊から読んでみる。

→どんな文献を参考にしているかチェック

探す文献の種類に応じて、タブを選択！
詳細検索で、書籍名、著者名で検索も！
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参考文献を整理する
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★ただ読むのではなく、“付箋”を活用する。

→気になった部分、自分の論調の裏付け

になりそうな部分、必要な歴史背景など

をマーク（後で論文を書きやすいように）

★エクセルに読んだ文献の要約を記入しておくと

後で見返したときにわかりやすい。
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参考文献を整理する
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参考文献を整理する
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参考文献を整理する
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問いの立て方←じっくり時間をかけるべき
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 卒業論文では、自分で問題を発見し、研究テーマを提示する。

 「なぜ〜？」という疑問が、良いリサーチクエスチョンを作る土台になる！

（例）「なぜインドネシア人が研修生として日本に出稼ぎに来るのか？」

→「給与が日本の方が高いから。」

★「なぜ？」と疑問に思ったことから浮かび上がる答え（答えと言えそうなもの）に対して、

さらに疑問を投げかけてみる。

（例）「なぜインドネシア人が研修生として日本に出稼ぎに来るのか？」

→「給与が日本の方が高いから。」 そうか、なるほど。う〜ん、でも…

⇒「なぜ、他の国ではなく、日本なんだろう？」

⇒「なぜ、より多額の給与が必要なのか？」

⇒「なぜ初期費用がほとんどない状態でも渡航できたのか？」

▶︎シンプルな疑問から、どんどん「なぜ〜？」を発展させていく
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問いの立て方←じっくり時間をかけるべき
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 リサーチクエスチョンは、なるべく具体的に！

Yes・Noで答えられてしまうような問いや、「〜はどうなっているのか？」という問いでは、

論文というよりは、レポートのようになってしまう。

 『良い問いが、良い論文を作る！』

★参考文献の読み込みがここでも活きてくる。

先行研究ではどんな問いがなされてきたか？

先行研究で不足している点はあるか？

先行研究で議論が十分にされていると言えない点があるか？

・・・先行研究（で投げかけられていた問い）に対して、

自分の論文（の問い）がどんな意味を持つのか？
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卒論の書き進め方
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『さて、書き始めるぞ！』

何を使って書く？ →文系はwordで十分。理系ではLaTeXで書く人も。

文章の語調は？ →基本は「である調」

*日本語は一文が長くなりやすいので、長さに注意しながら書き進めると良い。

（主語述語の意識。一度声に出して読んでみると、文章の長さや句読点の位置の参考になる）

図や表を入れたい！ →2パターン

⒈文章の間に入れる ⒉付録として卒論末尾につける

★いずれもルールは同じ！

・図、表の番号をつける （第1章の２つ目の図 ▶︎ 図 1-2）

・図、表のタイトルをつける （読み手に何の図かわかるようにする）

・データの出典を書く （引用データによる図、表の場合）

★意味のない図や表をむやみに論文に入れすぎない。

→図、表を入れることで、「〜から、〜ということが言える」という自然な文章になるかどうかを意識。
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卒論の書き進め方

19
卒論ブラッシュアップ講座：附属図書館学習サポートデスク



おまけ （実際、どんな感じだったの？）
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 どのくらい執筆に時間がかかった？

私の場合は、留学から戻って9月から本格始動。かなり出遅れた方でした。

★時間には余裕を持って、執筆するようにしましょう！！

 何ページくらい書いた？

A4 30ページちょっと。（私は図表を付録にしました。）

 卒論の時期になると先生がよく話す「あれ」は本当？

『PCが壊れ、失恋し、インフルエンザにかかり・・・・』

→嘘のように聞こえていたけれど、周りでなっている人が確かにいた！

★何が起きてもいいように、バックアップは絶対にこまめに取っておくことをお勧めします。

★適度な息抜きと、自分に合ったストレス発散法を見つけておきましょう！
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おまけ （実際、どんな感じだったの？）
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https://m.kulib.kyoto-u.ac.jp/webopac/BB05043984
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附属図書館 Twitter

≫ https://twitter.com/kumainlib

ラーニングコモンズ、学習サポートデスク
を、ぜひ活用してください！

附属図書館でのイベント、ラーニ
ングコモンズの情報など、発信中
！
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